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亀裂の発達が良い と思われる津吉水源、井(No.10)や獅子水源、井 (No.4)の比湧出量は 100-260

m3/d/m を示 し，宝亀水源弁 (No.1)では， 1，800 m
3
/c1が自噴し ている。 宝亀水源井の地質柱状

匿!と電気倹層結果を図 2-9-145に示した。

平戸大橋付近には地すぺり 地域があり， ここで施工された水平ポーリン クゃの排水は水田の補水

として利用されている。また 3本の集水トンネノレからの排水は円形分水桝によって利用されて

いる。延長 150mの集水トンネノレからの最小排水量は 300m
3
/c1である。

参考文献

(1) 地質調査所 (1960):5万分の 1地質図悩「平戸」および同説明書

(2) 国土庁土地局 (1975):土地分類図 (長崎県〉

33. 五島列島

33-1.宇久島・小値賀島

(1) 地形 ・地質

(猿山光男〉

五島列島は北端にある宇久島から南端にある福江島までの 94kmにわたって連なる島 しょ群

である。これらの島 しよは主として新第三紀層および

賀島およびび.福江島の一部は鮮新也世:から完新世にかけてH噴賞賞ム出した火山岩類によつて形成されている。

宇久島は玄武岩および安山岩の溶岩流と凝灰角喋岩ないし凝灰岩の互層からなっており，これ

らを貫いて流紋岩類がドーム状に島中央部に位置する。段高峰の城ヶ岳 〈椋高259m)がこの流紋

岩からなり，その周辺部は標高 100m以下の溶岩台地と なっている。厄神品 (飯良崎〉には局部

的に新第三紀周の砂岩と泥岩の互層が分布する(九
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図2-9-146 宇久島，小値 賀島 地質図

(国土庁土地局(3)による〕



876 第2編 地方別にみた地下水

小値賀島は玄武岩類からなる溶岩台地で，最高峰は番岳(標高104m)である。小規模な噴石丘

が多数分布している。 火山岩類はいわゆるアノレカリ岩系と若干兵な った性質をもち， 上五島岩

系(1)あるいは小値賀島火山岩類。)と呼ばれている(図2-9-146)。

(2) 地下 水

宇久島は 25km2，小値賀島は 13km2の面積を有する小島で、ある。全島が火山岩類からなり ，

年間降水量も 1，440mmと少なし地表水に恵まれないため地下水の利用は活発である。

農業用井戸は 20井ほどある。 これらの井戸の深度は 30-66mで，口径は 100-200mm程度

のものである。簡易水道用の井戸は常時使用するものが 5井，補助的に使用するもの 2井がある。

深度は 30-100m で，口径は 200mm程度である。

これらの井戸は玄武岩の裂か水や多孔質玄武岩の地下水を採水しており，日揚7](量は 100-650

m
3
程度のものが一般的である~揚水時の水位低下量は 4-20m程度で比湧出量 20-60m3( 

d(m程度である。

なお，玄武岩類からの湧水は各所にみられ，飲料用のほか水田補水や家畜用水と して も使用さ

せている。

(猿山光男〉

参考文献

(1) 倉沢 一・ 高橋清 (1961):長崎県 ・上五島の火山岩類の化学的性質3 火山 第2集，第6巻，
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理科教育協会

(3) 国土庁土地局 (1975):土地分類図 (長崎県〉

33-2.福江島

(1) 地形・地質

福江島(面積379kmりの南東海岸部と北西海岸部には，楯状火山(アスピーテ〉からなる 火山

体が半島状に突き 出している(図2-9-147)。これらの火山体は鮮新世から完新世にかけて形成さ

れたもので，火山の主部は 2_80 程度の緩斜面の楯状火山であり，アルカ リ玄武岩類からなる。

その頂上部付近には噴石丘 〈ホマーテ〉からなる小山体がのっ ており ，これらが鬼岳，火ノ岳，

只狩岳などである。降二雨は年平均 2，370mm程度と比較的多いが，すべて地下浸透して， 河川に

は流水をみない。

これらの火山体に固まれた福江島の中心部は中新世に堆積した五島層群 〈砂岩，泥岩，凝灰岩な

どからなる〉と， これを貫く五島花商岩類およびこれらを覆う福江溶結凝灰岩からなり，壮年期

の山地である。

(2) 地下 水

鬼岳周辺部には福江市の上水一道源が5本(浅井戸 1本 ・深井戸4本)， その他の深井戸 2本が点

* 水位低下量1.2mで揚水量 1，660m3fd (深度 50m，仕上り口径 200mm)の簡易水道水源井も例外
的にある。
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。 取水有望地域

在している。上水道用の地下水取水量は

日量 1，300mB程度であり，福江市上水道

水源、に占める割合は 17%である(給水人

口 29，000 人〉。 深井戸の深度 は 60~80 m 

程度であり ， 揚水量は 100~300 m3fdで

ある。一般に水位低下量は数m以内と比

較的小さい。 透水係数は 1O- 5 ~ 1O- 6m/s 

である。地下水面の勾配も援く，自然水

位の標高も低いことから， 揚水水位が海

抜標高より低くなると 塩水化する。主

水道子|二の中には塩素 イオン濃度が 1，000

ppm白程度にな ったものもある。

只狩山周辺部には富庄町の上水道用深

井戸 2本 と農業用深井戸 2本がある。

京ノ岳周辺部には三井楽町本 の上水道

用水源の深労二戸 6本と水田用の深井戸 1

本がある。上水道用の深井戸のうち.2本

は塩水化のため利用不能になっており ，

三三 第三紀庖分布地域 現在2本の井戸によって 5，800人に給水

4 kmフ 塩水化地域 している。 これらの井戸の深度 は55

図 2-9-148 三井楽半島水文地質図
80mで， 口 径 200 ~300mmで ある。

水位低下量;は 0.1~S.7 m と小さく ，揚〈鎌田(2)を一部修正〉

本 水のよ く出る井戸が3井も あれば， 楽な生活ができるという願望を込めてつけられた名称であるという

説がある。
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水量は 500~ 2 ， 200 m3 fd であり，上ヒ湧出量は 480~8， 1 20m3fdfm とかなり大きい。これらの深井

戸は鎌田 (2)によって推定されている地溝帯中に位置しており，比較的水文地質条件に恵まれた地

点に位置 している(図2-9-148)。地質はおおむね多孔質玄武岩，撤密玄武岩およびこれらの風化

層からなっている。井戸の自然水位は標高 1- 4Ul程度と低く ，流域も狭いことから多量の揚水

は塩水化を招きやすい〈図2-9-148)。

〈猿山光男〕

参考文献

(1) 国土庁土地局 (1975):土地分類図 (長崎県〉

(2) 鎌悶泰彦 (1967)・三井楽町地下水開発調査報告書，三井楽町

34. 天草佐伊津丘陵

(1) 地形・地質

天草地方は主として第三紀層から形成

された標高 200~400m の山地からなり，

中小河川沿いの小沖積低地が分布してい

るにすぎない。そのため，古来，地下水

をはじめ水資源に乏しく ，燥業や各種の

産業発展の阻害要因の 1つであった。地

下水利用も干ばつ時に応急的に掘削され

た浅井戸を主体としている場合が多かっ

た。そのため，最近はこの中小河川にダ

ムを建設し，水資源を確保する事業が県

の手で進められている。

ただ，天草下島佐伊津:付近は，天草地

方の中でも地形，地質的に地下水を賦存

する良好な水文地質条件をもっている地

。j長業用深刻ー戸

⑨上水道用深井戸
・その他の深刻:戸 一一ーヘ km 

012  
〈 四 比 jJJ出s等値線(m'/d/m) ~~→→ーー

ん 10被圧地下水等高線(111)

ど5ゐ塩分汚染状況(電気伝導度 300μO/cm以上の範囲)

仁コ新第三紀~第四紀佐伊津層(帯7KJ¥i'i)
Eヨ古第三紀周坂瀬川層群(不透水性基撚)

図2-9-149 天草下島佐伊津地域の水文地質図

域である。しかし，この地域も本格的な (九州農政局汁画部(2)による〉

地下水利用が始まったのは， 1967年の大干ばつを契機にしてであった。この地域に深層地下水

の賦存が明らかになると，農業，工業，上水と もに多くの3月二戸が数年間のうちに多数掘削された。

30本の深井戸がわずか30km2の佐伊津地下水盆に掘削されたため，地下水盆全体の地下.水位低

下と塩水浸入が海岸付近から内陸側に進行するようになった〈図 2-9-149)。佐イタ津付近は周辺を

100~200m の古第三紀層の山地に固まれた丘陵で， 標高 80~120m の小起伏面が分布している。

この丘陵は南北 7km，東西 51玉lUの範囲にあり，前期更新世の佐伊津層 と呼ばれる地層によって

構成されている。佐伊津層は未団結の磯，砂，泥，凝灰質シノレトの互層からなり，全体の層厚は

150m以上に迷する。 この地屈は盆地中央で東西にl!ir!1をもっ向斜構造を示しており，東方の有明

海側に開いた盆状構造を もっ て，有明海の海底にまで連続している。 この層は 10枚の1深層と 9


